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　さきに本研究の第1報吉田1）において，ヒヤシンス（

H．oブ伽肋Zづ5L．）の二倍性の4品種（Gertrude，La　Vi－

ct01re，R01desBe1gesおよびPrmceHenry），第

1皿報2）において，二倍性1品種（Pmkpear1）と三倍性

の5品種（Cyc1op，Kmg　of　the　B1ues，Anne　Mar1e，

B1smarckおよびLady　Derby）の核型を報告した

本報告では，さらに三倍性5品種の核型を明らかにした

ので，ここに報告する．

　　　　　　　　材料および方法

　本研究のヒヤシンス5品種はJan　Bos，Marconi，

Grand　Maitre，Genera1de　WetおよびQueen　of

the　pmkで，その核型分析の方法，ならぴに，核型表

示法は，さきの第1報1）の場合と同様である．

　　　　　　　　観　察　結　果

　1）　Ja皿Bos　　　　2n＝24

　本品種の染色体数は，すでにHAIR（DARLINGTON

・et　a1）3）が2n二24と算定している．筆者の観察結果

もこれと一致する（第1，6図）．

　さきに筆者が第1報1）において報告した如く，ヒヤシ

ンスの染色体基本数はX＝8であるから，本品種は三

倍性と考えられる．本品種の染色体の長さは，最長31．6

μ，最短7．8μである（第1表）．第1表に示す如く，

本品種の24本の染色体は，その形から3本ずつ8組に分

けられ，各染邑体の一次狭窄の位置が第1組（1，2，3），

2組（4，5，6）および3組（7，8，9）の各3本はいず

れもmedianで，これらのうち，特に第1組の3本に

は，一腕に二次狭窄が認められる．第4組（10，11，12）

は，3本のうち1本（10）がmedianだが，他の2本

（11，12）はsubmed1anである　第5組（13，14，15），

6組（16，17，18）はすべてsubtermma1である．
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第7組（19，20，21）は1本（19）がsub㎜ed1anだが，

他の2本（20，21）はsubtermma1である．第8組（22，

23，24）は2本（22，23）がsubtermma1で，他（24）が

submed1anである．すなわち，本品種の染色体は一次

狭窄の位置がmed1anのものが3組，subtermma1
のものが2組，そして不等対組が3組からなる．その

不等対組の数は，さきに第1皿報2）で報告した三倍性の

Lady　Derbyの場合と同じである．なお本晶種に認

められる不等対組のうち，第4組の染色体が不等対であ

ることは，さきの第皿1報で報告した，三倍性5品種に

は何れも認められず，本品種で初めて見られたものであ

る．

　しかも，これら3本の染邑体のうち2本に変化が認め

られている　また，第7組はさきのB1smarckと，第

8組はCyc1op，Ame　Mar1eおよびLady　Derbyと
同じ型の不等対組である．

　2）　皿arcomi　　　　　2n＝24

　本品種の染色体数は，すでにDARLINGTON4）・5）によ

って花粉母細胞の減数分裂を，又根端で2n＝24と算

定され，筆者の観察結果もこれと一致する（第2，7図）．

染色体の長さは，最長27．7μ，最短5．8μである（第2

表）．本品種も，また三倍性と考えられ，24本の染色体

が3本ずつ8組に分けられる．すなわち，各染色体の一

次狭窄の位置が，第1組（1，2，3），2組（4，5，6）は

いずれもmedianで，このうち第1組の3本の染色体

には二次狭窄が認められる．第3組（7，8，9）は2本

（7，8）がmed1anで残りの1本（9）がsubmed1an

である．第4組（10，11，12）は2本（10，11）がmedian

に近いsubmed1anで，他（12）がmed1anである

第5組（13，14，15），6組（16，17，18）および7組（

19，20，21）はすべてsubtermma1である．第8組（

22，23，24）は2本（22，23）がsubtermma1で，他

（24）がsubmedianである．
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　すなわち，本種の染色体はmedianのものが2組，

subtermma13組，不等対組3組である．本品種の不

等対組の数は，さきのJan　Bosと同じであるが，その

不等対組は両品種，かならずしも一致せず，すなわち不

等対がJan　Bosでは第4，7，8組であったのに対し本品

種では第3，4，8組である．なお本品種の第3組の不等対

の型はさきの第2報で報告した三倍性のKmg　of　the

B1ues，Anne　Mar1e　B1smarckおよび　Lady　Derby

等の第3組のそれとひとしい．また，本品種の第4，8組

の不等対型は，前品種Jan　Bosとひとしい．

　3）　GTa皿d．皿a並re　　　　　2n＝24

　本品種の染色体数は，さきにDARLINGTON5）が花粉

母細胞の減数分裂を，又deMOL6），DARLINGTON4）は

根端で明らかに2n＝24を算定している．筆者も根端

で2n＝24を観察した（第3，8図）．染色体の長さは最

長25．8μ，最短5．Oμである（第3表）．各染色体の一

次狭窄の位置は，第1組（1，2，3），2組（4，5，6）は

Tab1e1　Measurements　of　the　somat1c

chromosomes　m　H　o閉肋αZz∫L　cu1t1Yeted

variety　Jan　Bos　　　　2n＝24

　　　　　　　　　　　　　Tota1FormChromosome　Length　m（μ）　　　　　　Constr1ct1on
　　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

11．7＋8．1：5，6

12．5＋　6．7：5，6

11．4＋6．9：5，0

17．2＋14，4

14．7＋13，6

14．2＋13，9

14．4＋12，2

13．9＋12，2

13．6＋11，9

12．8＋10，6

13．3＋10，0

12．2＋9，4

13．1＋　3，6

10．3＋　3．9

9．7＋4，4

10．8＋　3，3

10．O＋　3．3

8．9＋3．9

5．3＋3．6

6．4＋2．2

6．4＋1．9

6．1＋1．9

5．8＋2．2

4．7＋3．1

25，4

24，8

23，3

31，6

28，3

28，1

26，6

26，1

25，5

23，4

23，3

21，6

16，7

14，2

14，1

14，1

13，3

12．8

8．9

8．6

8．3

8．0

8．0

7．8

53，9

49，6

51，1

45，6

48，1

49，5

45，9

46，7

46，7

45，3

42，9

43，5

21，6

27，5

31，2

23，4

24，8

30，5

40，4

25，6

22，9

23，8

27，5

39．7

M
M
M
M
M
l〉［

M
M
M
M
SM
SM
S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

SM
S　T

S　T

S　T

S　T

SM

medianで，そのうち第1組の3本には，二次狭窄が認

められる．第3組（7，8，9）では1本（7）がmedian

で，他の2本（8，9）はsubmedianである．第4組

（10，11，12）は2本（10，11）がsubmed1anで，他

（12）がmedianである．第5組（13，、14，15），6組

（16，17，18）はすべてsubtermma1である．第7組

（19，20，21）は1本（19）がsubtemma1で，他の

2本（20，21）はsubmed1anである．第8組（22，23，

24）は1本（22）がsubtermma1で，他の2本（23，

24）がsubmed1anである．

　すなわち，本種の染色体は一次狭窄の位置がmedian

のもの2組，subtemma1のものが2組，不等対組が

4組からなる．このように不等対が4組からなる例は，

筆者の観察した，今までのヒヤシンスの品種の申では初

めてで，その数が多い．さらに，本品種の4不等対組の

場合は，いずれも1組3本の染色体申2本に変化が起

り，その数が多い．すなわち既報の三倍性ヒヤシンスの

うち，この様に1組3本の染色体中2本に変化の起った

　　Tab1e2　Measurements　of　the　somat1c

　　　chromosomes　m　H　o閉肋α1z5L　c　v

　　　N征arconi　　　　2n＝24

　　　　　　　　　　　　　Tota1FormCh・・m…m・L…thi早（μ）（μ）（％）C・nst「1ct1on

　　1　　　11．7＋4．7　6，7　23，1　49．4　　　　M

　　2　　　11．7＋4．7　6，4　22，8　48．8　　　　M

　　310．O＋4．46，921，353．2M
　　414．4＋13，3　27，748．OM
　　5　　　　．【2．5＋12，5　　　　　　25，0　　50．O　　　　　M

　　6　　　　　12．2＋11，1　　　　　　23，3　　47．6　　　　　M

　　711．4＋11，1　22，549．4M
　　811．9＋10，3　22，246．3M
　　9　　　13．1＋8，9　　　　21，0　40．5　　SM

　　10　　11．1＋8，9　　20．Oμ．5　SM
　　11　　　10．6＋8，6　　　　19，2　44．9　　SM

　　12　　　　10．O＋　9，2　　　　　　19，2　　47．8　　　　　M

　　13　　9．4＋2，8　　　12，222．7　　ST

　　14　　8．6＋3，6　　　12，229．5　　ST

　　15　　8．6＋2，8　　　11，424．4　　ST

　　16　　8．3＋2，8　　　11，125．O　　ST

　　17　　8．3＋2，8　　　11，125．O　　ST

　　18　　7．2＋3，1　　　10，329．8　　ST

　　19　　5．6＋1．7　　　7，323．1　　ST

　　20　　5．6＋1．4　　　6，020．O　　ST

　　21　　4．4＋2．2　　　6，633．3　　ST

　　22　　4．4＋1．9　　　6，330．4　　ST

　　23　　4．4＋1．4　　　5，823．8　　ST
　　24　　　3．9＋2．2　　　　　6，1　36．3　　SM
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場合は，さきのJan　BosおよびMarconiの第4染色

体組にのみ見られ，他はいずれも3本のうち1本のみの

変化である．

4）G・㎝era旦de　Wet　　2n＝24

　本品種の染色体数は，さきにde　MOL6）が根端で

2n＝24と算定している．筆者の観察結果もこれと一

致する（第4，9図）．染色体の長さは最長32．4μ，最短

6．4μである（第4表）．各染色体の一次狭窄の位置は，

第1組（1，2，3）の2本（1，2）がmed1anで，他（3）

がmedlanに近いsubmed1anで，この3本は二次狭

窄をもっている　第2組（4，5，6）はsubmed1an第3

組（7，8，9）はmed1an　第4組（10，11，12）は2本

（10，11）がmed1anで，他（12）がmed1anに近い

submedianである．第5組（13，14，15），6組（16，

17，18）はsubtermma1である　第7組（19，20，

21）は2本（19，20）がsubmed1an他（21）がsub－

termma1である．第8組（22，23，24）は1本（22）が

submed1anで，他の2本（23，24）はsubtermma1で

ある．すなわち，本種の染色体は一次狭窄の位置が

簸

灘一
”擦欝蟻

F1gs1－5Photom1crographs　of　the　somat1c　chromosomes　of助αα材肋∫o閉〃αZz5L

　　　　　　2n＝24

　　　　1Jan　Bos　2Marcom　　3Grand　Ma1tre　4Genera1de　Wet
　　　　5　Queen　of　the　pmk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×900
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med1anのものが1組，submed1anのものが1組，

subtermma12組，そして不等対組が4組からなる．

従って，不等対組の数は，前のGrand　Ma1treとひと

しく，その数が多い．これら不等対組のうち，第1，4お

よび8組は1組3本の染色体申1本が変っておる．その

うち第1組は第1I報のLady　Derbyの第1組の場合と

ひとしく，第8組は第1皿報のCyc10p，Anne　Mar1e，

Lady　Derby，本報告のJan　BosおよびMarconiの

それと等しい．又第4組については，他品種（Jan　Bos．

MarcomおよびGrand　Ma1tre）では3本中2本に変

化が起きているのに対し，本品種では，わずかに1本の

みが変っておる．第7組は3本申2本が変っており，前

品種Grand　Maitreの場合と同じである．なお既報の

ヒヤシンスの二倍性および三倍性のすべてにおいて，第

2組の染色体は，すべてmedianであったが，本品種

では3本ともにsubmedianであり，他といちじるしく

異なっている．

　　Tab1e3Measurements　of　the　somat1c

　　　chromosomes　m　H　oブzθ械αZz5L　c　v

　　　Grand　Ma1tre　　　2n＝24

　　　　　　　　　　　　　Tota1FormChromosome　Length　m（μ）　　　　　　Constriction
　　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

10．8＋　7．2：3，9

11．4＋6．1：4，4

11．1＋　5．O：4，4

13．3＋12，5

11．7＋10，8

11．7＋10，6

11．1＋9，4

12．2＋　8，3

11．1＋8，1

10．8＋8，3

10．8＋　8．3

9．4＋9．2

9．2＋2．5

8．6＋3．1

8．1＋3．3

8．3＋2．5

7．8＋2．8

7．2＋2．8

5．3＋1．7

3．9＋2．2

3．9＋2．2

5．O＋1．1

3．6＋1．9

3．1＋1．9

21，9

21，9

20，5

25，8

22，5

22，3

20，5

20，5

19，2

19，1

19，1

18，6

11，7

11，7

11，4

10，8

10，6

10．0

7．0

6．1

6．1

6．1

5．5

5．O

50，7

47，9

45，9

48，4

48，0

47，5

45，9

40，5

42，2

43，5

43，5

49，5

21，4

26，5

28，9

23，1

26，4

28，0

24，3

36，1

36，1

18，0

34，5

38．O

M
M
M
M
M
M
M
SM
SM
SM
SM
M

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

SM
SM
S　T

SM
SM

　5）Qu．ee皿of　the　pmk　　　2n；24

　本品種の染色体数は，さきにde　MOL6）が花粉母細

胞の減数分裂を，又，de　MOL6），DARLINGTON4）が根

端で2n＝24を算定している．筆者も根端で2n＝24

を観察した（第5，10図）．染色体の長さは，最長25．3μ，

最短5．8μである（第5表）．各染色体の一次狭窄の位

置は第1組（1，2，3）の1本（1）がsubmed1anで，

他の2本（2，3）はmedianである．そしていずれも

二次狭窄をもっている．第2組（4，5，6）はmedian，

第3組（7，8，9）の2本（7，8）がmed1anで，他（

9）がsubmedianである．第4組（10，11，12）の2

本（10，11）がsubmedianで，残り1本（12）が

medianである．第5組（13，14，15），6組（16，17，

18）はすべてsubtermma1である．第1組（19，20，

21）は2本（19，20）がsubtermma1で，他（21）が
submedianである．第8組（22，23，24）は1本（22）

がsubmed1an　他の2本（23，24）はsubtermma1

である．すなわち，本種の染色体は一次狭窄の位置が

　　Tab1e4　1Measurements　of　the　somat1c

　　　chromosomes　in　H．oブ｛θ〃ZαZ｛5L．c．v．

　　　Genera1de　Wet　　2n＝24

　　　　　　　　　　　　　Tota1FormChromosome　Length　m（μ）　　　　　　Constriction
　　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

　　112．O＋5．38，425，753．4M
　　2　　　　12．O＋　6．0　6，7　24，7　51．4　　　　I帆

　　3　　　12．9＋4．7　5，6　23，2　44．2　　SM

　　4　　　18．2＋14，2　　　　32，4　43．8　　S］〉［

　　5　　　15．6＋11，1　　　　26，7　41．7　　SM

　　6　　　13．5＋9，9　　　　23，5　41．9　　SM

　　712．9＋12，024，948．2M
　　812．4＋12，424，850．OM
　　9　　　　11．6＋11，6　　　　　23，2　50．O　　　　M

　　1011．6＋11，122，749．OM
　　1112．O＋10，222，246．OM
　　12　　　12．4＋9，8　　　　22，2　44．O　　SM

　　13　　11．1＋2，4　　　13，518．O　　ST

　　14　　10．O＋3，1　　　13，123．7　　ST

　　15　　8．9＋3，8　　　12，729．8　　ST

　　ユ6　　9．1＋3，1　　　12，225．5　　ST

　　17　　9．8＋2，2　　　12，018．5　　ST

　　18　　8．9＋2，9　　　11，824．5　　ST

　　19　　　4．7＋2．9　　　　7，6　38．2　　SN征

　　20　　5．1＋2．7　　　7，834．3　SM

　　21　　5．6＋2．0　　　7，626．5　　ST
　　22　　　4．2＋2．4　　　　　6，6　36．6　　SM

　　23　　5．3＋1．3　　　6，620．O　　ST

　　24　　5．1＋1．3　　　6，420．7　　ST
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medlanのものが1組，subterm1na1のものが2組，そ

して不等対組が5組である．従って不等対組の数は，い

ままで報告した品種のうちでは最も多い．これら不等対

組の第1，3，7および8組は，1組3本の染色体申1本

に，第4組は3本申2本に変化が起っている．第1組は

第■報のLady　Derbyおよび本報告のGenera1de

wetと，第3組は第1皿報のKmg　of　the　B1ues，Anne

ma「1e，Blsmark，本報告のLady　DerbyおよびMa－

rcon1と等しい．第7組はB1smarckおよびJan　Bos

と，第8組は第1I報のCyc1op，Anne　Marie，本報告の

Lady　Derby，Jan　Bos，Marcon1およびGenera1de

Wetとひとしい．第4組はJan　Bos，Marconiおよび

Genera1de　Wetとひとしい．

　　　　　　　考　　　　　　察

本研究の第I，1I報1）・2）で報告した，二倍性ヒヤシン

ス5品種のうち，Gertrudeはヒヤシンスの基本的核型

（2n：16＝4V＋4j）を示すが，他の4品種の核型は，

Tab1e5　Measurements　of　the　somat1c

chromosomes　in　H．07如肋αZ乞∫L．c．▽．

Queen　of　the　pmk　　　　2n＝24

　　　　　　　　　　　　　Tota1FormChromosome　Length　m（μ）　　　　　　Constriction
　　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

13．6＋　6．1：4．4

8．9＋8．1：2．2

8．1＋5．6＋3，6

12．8＋12，5

12．2＋11，7

11．7＋11，4

11．7＋10，6

11．1＋10，8

11．9＋　9，2

11．9＋9，2

10．8＋　7．5

9．4＋8，9

10．6＋　2．8

9．4＋2．2

8．3＋3．3

8．1＋3．1

7．8＋2．8

8．3＋2．2

5．3＋1．7

5．O＋1．4

4．2＋2．2

3．9＋2．2

4．4＋1．7

4．4＋1．4

24，1

19，2

17，3

25，3

23，9

23，1

22，3

21，9

21，1

21，1

18，3

18，3

13，4

11，6

11，6

11，2

10，6

10．5

7．0

6．4

6．4

6．1

6．1

5．8

43，6

53，6

53，2

49，4

49，0

49，4

47，5

49，3

43，6

43，6

41，0

48，6

20，9

19，0

28，4

27，7

26，4

21，0

24，3

21，9

34，4

36，1

27，9

24．1

SM
M
M
M
M
M
M
M
SM
SM
SM
M

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

SM
SM
S　T

S　T

すべて，この基本核型から若干変化を起しているものと

考えられた．すなわちRoi　desBe1gesおよびPrince

Henryでは，8組の染色体申，不等対が1組，pmk

pear1では3組で，これらの不等対は1組2本の染色体

のうち，一方だけに形態的な変化が認められたもので

ある．また第1皿報で報告した，三倍性の5品種のうち，

Cyc1oPおよびKmg　of　the　B1uesでは，8組の染色

体申不等対が1組，Anne　Mar1eおよびB1smarckで

は2組，Lady　Derbyでは3組で，これらの不等対組

は，1組3本の染色体申1本だけに形態的分化が起って

いることが明らかにされた．本研究で報告した三倍性5

品種の核型も，本質的には基本核型を示しながら，品種

間に若干分化が起っていることは前報の諸品種の場合と

同様である．すなわち，Jan，BOsでは，第4組の3本

の染色体のうち2本がsubmed1an　第7，8組では1本

がsubmed1anに変っている．またMarcomでは，第

3組の1本がsubmed1an，第4組の2本がsubmed1an

そして第8組の1本がsubmed1anに変っている．

Grand　Ma1treでは，第3，4組の各2本がsubmed1an

第7，8組の2本が同じくsubmed1anに変っている．

Genera1de　Wetでは，第1，4組の1本がsubmed1an

第7組の2本がsubmed1an　そして第8組の1本が

submedianに変わり，特に第2組3本が基本核型の

med1anに対してすべてsubmed1anになっているこ

とが特徴である．Queen　of　the　pmkでは，第1，3組

の染色体3本のうち1本がsubmed1an　第4組の2本

がsubmed1an　そして第7，8組の各1本がsubmed1an

に変っている．すなわち，本研究のJan　Bosおよび

Marconiでは，不等対組が3組で，第皿1報のPinkpear1

およびLady　Debryと同様であるが，本報告のGrand

MaltreおよぴGenera1de　Wetでは4組，更にQu－

een　of　the　pinkでは5組の不等対組があって，いずれ

もその不等対組の数がいちじるしく多い．又，基本核型

から1組の染色体の形がすべて異なっている場合として

は，Genera1de　Wetの第2組の染色体が，すべて基

本核型のmed1anに対してsubmed1anに変っている

ただしこのことは，すでに二倍性ではLa　V1cto1reの

第2組にも見られたことである．

　今までに，筆者が観察したヒヤシンスの品種の核型で

は，不等対組が，二倍性では最高3組であったが，三倍

性では最高5組で，その数が多い．しかも，品種間では

不等対を示す染色体組に相違があり，また，1組申変化

する染色体の数にも差があって，ある場合は1組3本の

うち1本，他では2本に変化を生じていた．かようにヒ

ヤシンスの品種間では，核型に若干の相違が認められ，

sokyu

sokyu
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ヒヤシンスの品種の分化には，核型の分化が伴なってい

ることが明らかとなった．
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　　　　　　　摘　　　　　　要

1）本研究ではヒヤシンス（助α6〃肋∫orづθ肋Zづ5L．）

　　の5園芸品種Ja　Bos，Marcon1Grand　Ma1tre，

　　Genera1de　WetおよびQueen　of　the　pmkの

　　核型分析を行なった．

2）観察された5品種は，すべて三倍性で，その核型

1．

2．

3．

4．

5．

6．

は，2n＝24＝12V＋12jである．これら三倍性5

品種の核型の間には，わずかな相違が見られた．
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Figs. 6 - lO. Somatic chromosomes five garden varieties in Hyacinthus orientalis L. 2n = 24 

6. Jan Bos 7. Marconi 8. Grand Maitre 9. General de wet lO. Queen of the pink X 1.230 
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Summary 

1) This investigation was carried out to decide on the karyotypes of five garden varieties 

of Hyacilethus orientalis L. : Jan Bos, Marconi, Grand Maitre, General de wet, and 

Queen of the pink. 

2) A11 five varieties investigated were observed as triploid and have the basic karyotype, 

2n = 24 = 12V+12j, though the karyotype showed a slight variation in each other 
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